
　

原
稿
を
書
い

て
い
る
十
二
月

上
旬
、
ト
ラ
ン

プ
米
国
大
統
領

は
敗
北
を
認
め

て
い
な
い
。
そ

の
彼
が「
分
断
」

と
い
う
語
を
米

国
内
ば
か
り
か
グ
ロ
ー
バ
ル

に
広
め
た
と
は
言
い
切
れ
な

い
ま
で
も
、「
フ
ェ
イ
ク
ニ

ュ
ー
ス
」
と
い
う
言
葉
で
、

メ
デ
ィ
ア
と
対
決
す
る
姿
勢

は
常
に
話
題
を
呼
ん
だ
四
年

間
で
あ
っ
た
。

　

「
民
主
政
治
と
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
」
を
副
題
に
掲
げ
た

渡
辺
将
人
『
メ
デ
ィ
ア
が
動

か
す
ア
メ
リ
カ
』（
ち
く
ま

新
書
）、
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
Ｅ

・
マ
ロ
ー
、『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
タ
イ
ム
ズ
を
守
っ
た
男
』

（
原
題
：T

r
u
t
h
 
i
n
 
O
u
r
 

T
i
m
e
s

、

日

暮

雅

通

訳
、

毎
日
新
聞
出
版
）
の
二
冊
は

大
統
領
（
選
）
を
取
り
巻
く

米
国
メ
デ
ィ
ア
の
光
と
影
を

描
写
し
て
い
る
。 

　

後
書
の
著
者
が
長
年
同
紙

の
法
務
部
門
を
担
当
す
る
弁

護
士
と
い
う
の
は
異
色
。
報

道
の
自
由
と
い
う
よ
き
ア
メ

リ
カ
の
伝
統
を
守
る
た
め
に

編
集
室
で
起
き
た
弁
護
士
と

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
や
り
取

り
を
包
み
隠
さ
ず
伝
え
る
。

　

国
内
に
目
を
向
け
る
と
、

長
期
政
権
が
崩
れ
、
し
か
し

そ
れ
を
継
承
す
る
と
公
言
し

た
自
民
党
・
菅
政
権
の
誕
生

後
、
相
変
わ
ら
ず
誰
の
た
め

の
政
治
か
を
疑
わ
ら
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

望
月
衣
塑
子
・
田
原
総
一

朗
『
嫌
わ
れ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
』（
Ｓ
Ｂ
新
書
）、
望
月

衣
塑
子
＋
佐
高
信
『
な
ぜ
日

本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
崩

壊
し
た
の
か
』（
講
談
社+

種
お
題
目
を
信
条
の
よ
う
に

思
う
の
な
ら
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
、
そ
れ
を
業

な
り
わ
いと
す
る
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
権
力
か

ら
嫌
わ
れ
て
ナ
ン
ボ
で
あ
ろ

う
。
逆
説
的
に
言
え
ば
、
嫌

わ
れ
度
が
高
い
程
質
の
高
い

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
成
長
す

る
の
で
あ
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
伝
統

的
な
メ
デ
ィ
ア
が
日
本
社
会

の
み
な
ら
ず
、
世
界
で
も
支

持
さ
れ
に
く
い
風
潮
に
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
自
体
大
い
に

で
も
い
ま
す
ぐ
に
で
き
る
メ

デ
ィ
ア
と
の
付
き
合
い
方
、

歴
史
的
観
点
か
ら
も
メ
デ
ィ

ア
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
機
能

を
と
ら
え
て
説
い
て
い
る
。

著
者
が
フ
ォ
ロ
ー
す
る
日
本

の
論
客
（
一
五
九
―
六
〇

頁
）
や
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

問
題
を
取
り
上
げ
る
九
本
の

映
画
紹
介
も
役
立
つ
。

　

柴
山
哲
也
『
い
ま
、
解
読

す
る
戦
後
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

秘
史
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

は
、「
言
論
・
表
現
の
自
由
」

み
訳
、
白
水
社
・
文
庫
ク
セ

ジ
ュ
）
は
一
見
す
る
と
書
名

に
「
フ
ラ
ン
ス
」
と
い
う
文

字
が
な
い
た
め
分
か
り
づ
ら

い
が
、
フ
ラ
ン
ス
が
た
ど
っ

た
メ
デ
ィ
ア
社
会
を
「
ミ
ニ

事
典
的
」
（
訳
者
あ
と
が
き

か
ら
）
で
は
あ
る
も
の
の
、

米
英
に
一
辺
倒
の
日
本
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
に
と
っ
て
、
メ

デ
ィ
ア
史
家
が
残
し
た
貴
重

な
書
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ

ー
ス
が
席
巻
す
る
現
代
社

会
。
メ
デ
ィ
ア
の
読
者
、
聴

取
者
・
視
聴
者
と
呼
ば
れ
た

受
容
者
が
コ
ン
テ
ン
ツ
を
消

費
す
る
「
利
用
者
」
に
と
っ

て
代
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
田

中
辰
雄
・
浜
屋
敏
『
ネ
ッ
ト

は
社
会
を
分
断
し
な
い
』

（
角
川
新
書
）
の
よ
う
に
、

安
易
な
悪
玉
論
に
デ
ー
タ
で

疑
義
を
唱
え
る
書
や
、
山
口

真
一
『
正
義
を
振
り
か
ざ
す

「
極
端
な
人
」
の
正
体
』（
光

文
社
新
書
）、
そ
し
て
大
治

朋
子
『
歪
ん
だ
正
義
―
「
普

通
の
人
」
が
な
ぜ
過
激
化
す

る
の
か
』（
毎
日
新
聞
出
版
）

な
ど
は
、
一
人
ひ
と
り
こ
の

時
代
の
変
革
に
ど
う
対
峙
す

る
か
、
考
え
さ
せ
る
書
で
あ

ろ
う
。（
す
ず
き
・
ゆ
う
が

＝
上
智
大
学
教
授
・
新
聞
学
）

α
新
書
）
そ
し
て
マ
ー
テ
ィ

ン
・
フ
ァ
ク
ラ
ー
『
フ
ェ
イ

ク
ニ
ュ
ー
ス
時
代
を
生
き
抜

く 

デ
ー
タ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
』

（
光
文
社
新
書
）
の
三
冊
を

と
り
あ
げ
よ
う
。

　

前
二
書
は
思
わ
ず
手
に
取

り
た
く
な
る
よ
う
な
書
名
で

あ
る
が
、
東
京
新
聞
記
者
と

田
原
、
佐
高
と
い
う
名
高
い

論
客
と
の
対
談
と
い
う
形
を

と
っ
て
い
る
。
権
力
の
監

視
、
国
民
の
知
る
権
利
を
行

使
す
る
と
い
っ
た
民
主
主
義

社
会
の
根
源
と
な
る
、
あ
る

危
惧
す
る
筆
者
だ
が
、
鴻
上

尚
文
・
佐
藤
直
樹
『
同
調
圧

力
』（
講
談
社
現
代
新
書
）

が
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら
に
炙
り

出
さ
れ
た
日
本
社
会
の
息
苦

し
さ
に
迫
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
と
は
何
か
を
伝
え
る
に

は
、
大
学
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講

義
よ
り
も
分
か
り
や
す
い
先

の
二
書
で
あ
る
。　
　
　
　

　

フ
ァ
ク
ラ
ー
の
書
は
よ
り

一
般
向
け
の
啓
蒙
書
と
言
え

る
。「
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
復
活
の
た
め
に
」（
第

６
章
）
と
あ
る
も
の
の
、
誰

と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
軸
に

Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
小
泉
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
政
治
ま
で
の
戦
後
七
〇

年
を
読
み
解
く
。

　

佐
藤
卓
己
『
メ
デ
ィ
ア
論

の
名
著
30
』（
ち
く
ま
新
書
）

は
歴
史
学
か
ら
導
き
出
さ
れ

た
と
は
い
え
、
い
ず
れ
の
書

も
現
代
社
会
に
お
け
る
、
メ

デ
ィ
ア
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
め
ぐ
る
諸
課
題
を
考

え
る
に
あ
た
り
示
唆
に
富
む

内
容
で
あ
る
。
ま
た
ピ
エ
ー

ル
・
ア
ル
ベ
ー
ル
『
新
聞
・

雑
誌
の
歴
史
』
（
斎
藤
か
ぐ

歴
史
か
ら
メ
デ
ィ
ア
の
諸
課
題
を
考
え
る

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」が
席
巻
す
る
現
代
社
会

鈴

木
　

雄

雅

マスコミ


